
進化と継承
昨年より引き続き碧南市消防団長を務めさせてい
ただきます石川鋼逸です。
我々消防団は地域防災の要として、自らの地域は
自らで守るという郷土愛の精神で市民の皆さんの安
心で安全な暮らしを築くために日々活動しています。
火災出動のみならず、地震、津波、風水害といっ
た大規模災害発生時における救助活動、避難誘導な
どに従事し、平常時には火災予防の啓もう活動、応
急手当の普及指導など多岐にわたり重要な役割を果
たしています。

しかし、近年の社会情勢の変化によって、団員数
の減少やサラリーマン化などにより消防団も様々な
課題に直面しています。時代と共に社会環境が刻々
と変化している今、消防団も時代と共に大きな変革
の時期を迎えています。今後起こりうる南海トラフ
地震などの大規模災害に備え、自らの地域は自らで
守るという強い精神力のある団員の育成と共に団員
の確保がやがて地域の力となり、そして市の安心、
安全を守るという事につながります。
これからも市民の安心、安全のために組織の充実、
強化をより一層図り、自らの地域は自らで守るとい
う郷土愛の精神で行政、地域の皆さんと共に進化と
継承のバランス感覚を保ちながら市消防団としての
自覚と誇りを持ちまい進していきたいと考えており
ます。
本年度も皆さんのご支援・ご協力お願いするとと
もに、一日も早く新型コロナウイルスが収束に向か
う事を願っています。

夏場は、水分の多い生ごみや草木ごみなどの量が
増える季節です。皆さんがごみの減量化をしていた
だくことで、ごみ収集業務の効率も良くなり、また
焼却コストも削減できます。ご協力をお願いします。
①生ごみは水きり、草木は乾かして出しましょう
夏は、果物や野菜など水分の多い生ごみや、草木
のごみが多くなります。市では、毎年約12,000トン
の燃やすことのできるごみが各家庭から出されてい
ます。
一般的に、家庭ごみの約40％が生ごみと言われ、
そのうち約80％は水分といわれています。市の場合
は、年間約4,000トンもの水分をクリーンセンター衣
浦で燃やしていることになります。
各世帯が１日に10㏄でも生ごみの水切りをするこ

とで、市全体で年間約100トンのごみの減量につなが
り、焼却処理費用も削減できます。
生ごみは水きり、草木は乾かしてから出しましょ
う。

町をきれいに クリンピー情報局町をきれいに クリンピー情報局
■問　環境課ごみ減量係　☎（95）9899

ごみの減量化へのご協力をお願いします

②草木ごみは、木曜日または
金曜日に分散して
出しましょう
燃やすことのできるごみは、とりわけ週末明けの
月曜日や火曜日での排出が多くなり、ごみ収集作業
に支障をきたすことがあります。
草木などの腐敗しにくいごみの排出は、月曜・木
曜に排出の地域（市北部）は、なるべく木曜日に、
火曜・金曜に排出の地域（市南部）は、なるべく金
曜日に排出していただくと、ごみの排出量の分散化
ができ、効率の良い収集が行えます。ご協力をお願
いします。
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■■問　防災課地域防災係
☎（95）9875
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ハナちゃん通信市 民 病 院 ■問　市民病院管理課
☎（48）5050

■問　文化財課内
市史資料調査室
☎（41）4566

矢作川の流れが北浦に流れ込むことで、北浦沿岸
の村々はこれまでにない水害地域となりました。こ
れまでは三河山間部に降った雨は、矢作古川を流れ
ていました。しかし、本流が北浦に流れ込むことか
ら、大雨ともなると北浦沿岸村々の田畑は水に沈ん
だと伝えられています。このような状況は「水冠」
「水損」と古文書に書かれています。
矢作川洪水のたびに北浦沿い村々の被害は、大き

くなりました。村々の領主は、幕府に米津から鷲塚
までの堤防を築くよう陳情しました。この時、米津
村の領主は井伊直之、西端村と城ケ入村の領主は本
多忠将、東端村・根崎村・榎前村は松平正綱、鷲塚
村領主は西尾藩主太田資宗でした。大藩の尾張と違
い三河は、小大名や、旗本の領地が複雑に入り組む
支配地域でした。領主らは幕府に働きかけ幕府直轄
事業として、米津から鷲塚まで堤防が築かれること
になりました。
幕府直轄といっても、幕府の出費は１割ほどで、

関係領主が費用負担を命じられることがほとんどで

碧南の歴史へのいざない

Ｎo.73　油ヶ淵の誕生⑵ した。北浦に矢作川の水が流れ込まないようにする
工事は、北浦周辺村々の百姓の労働力で行われたと
いいます。この時代の道路・橋・水路・堤防などの
土木工事は普請という言葉が使われます。普請とい
う言葉には「広く平等に奉仕を願う」という意味が
あったとされます。生活に必要な社会基盤は地域住
民で作り維持していくものと考えられていました。
湖沼となった北浦の呼び方は、村や人により、様々
でした。「蓮如池」「北浦の池」「大池」「油ヶ淵」など
です。明治になり陸軍参謀本部が地図を作ると、池
の名前は「油ヶ淵」と書かれました。

市民病院は開院以来、「温かな心のこもった医療の
提供」を基本理念として地域医療に携わってまいり
ました。今、世の中のだれもが、このはじめて体験
する事態に、心配や不安をぬぐえずに過ごす日々が
続いていることと思います。この最中にあって、日
ごろから病と向き合いながら暮らしている患者さん、
患者さんを支えるご家族、また、患者さんやご家族
に寄り添い支援している各スタッフに、今こそ温か
な心を形にしてお届けし、少しでも気持ちの安らぎ
を感じていただきたいと思い、取り組みを開始しま
した。
メッセージカードを配布し、記入していただいた

ものを順にメッセージツリーに「言の葉」として中
央ホール会計前と中央庭園横付近の柱や壁に張り出
しました。
みんなの言葉で励ましあい、応援しあうことで、

互いの心を温め支えあえると信じています。

小学生病院体験ツアーを中止します
例年、７月下旬に開催しておりました小学生病院
体験ツアーですが、新型コロナウイルスの感染の状
況を鑑み中止とさせていただきます。

温かな心のこもった医療　～想いをカタチに～
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△油淵之碑　文政４年（1821）９月建立
西端油ヶ渕遊園地内
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